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対象者が本当に実践できる
支援のコツ
栄養指導を結果につなげる

設立 周年記念
第 回
ホスピスケア研究会

第 回
思春期ピアカウンセリン
グ・コーディネーター養成
セミナー

第1回：6月16日(土)

14：30－16：00

第2回：7月7日(土)

14：30－16：00

第3回：8月11日(土)

14：30－16：00

：保健会館新館地下1階多目的

ホール(東京都新宿区)

：保健師，管理栄養士，栄養

士，看護師など保健指導に従事する

専門職

：3000円

：40名

第1回：肥満対象者への栄養指導

対象者に教えたい 「やせる食べ

方」

第2回：高血糖対象者への栄養指導

対象者に教えたい 「血糖を上げな

い食べ方」

第3回：ひとり暮らしの人への栄養

指導「これだけで実現，健康食生

活」

：小島美和子(クオリティライ

フサービス)

：一般社団

法人日本家族計画協会研修課

〒162-0843 東京都新宿区市谷田町

1-10保健会館新館

☎03-3269-4785

03-3267-2658

http://www.jfpa.or.jp

：6月30日(土)・7月1日(日)

：国立看護大学校講堂(東京都

清瀬市)

：看取りの現場にホスピスケ

アの理念を

【6月30日】「ホスピスケアの本質

とは(逐次通訳)」Nigel Dodds(イ

ギリス・聖クリストファーホスピス

地域看護マネジャー)／震災復興プ

ロジェクト「地ぱんのお話」工藤良

治(青海社)／「ホスピスケア研究会

25年の歩み」季羽倭文子(ホスピス

ケア研究会)／「終末期がん患者の輸

液について考える」飯野京子(国立

看護大学校)，林美子(愛知県がんセ

ンター愛知病院)

【7月1日】シンポジウム「がん患

者の見取りの場をめぐって」Nigel
 

Dodds／ランチョンセミナー「分子

標的薬の皮膚障害のケア」市川智里

(国立がん研究センター東病院)／シ

ンポジウム「がん患者の看取りの場

をめぐって」森山幹夫(国立看護大

学校)，中山祐紀子(越川病院)，細

矢美紀(国立がん研究センター中央

病院)，Nigel Dodds／「自宅で妻を

看取って」垣添忠生(日本対がん協

会)

：500名

(2日間)会員1万円，非会員1万

5000円，大学院生を除く学生5000

円

(1日のみ)会員6000円，非会員

8000円，大学院生を除く学生3000

円

※当日支払いは＋1000円

：6月24日(日)

※ただし定員になり次第締切

：ホスピスケア研究会

☎03-6909-5432

http://hospice-care.jp

：6月30日(土)・7月1日(日)

：保健会館新館地下1階多目的

ホール(東京都新宿区)

：以下の各項目に該当する者

で，思春期ピアカウンセリング事業

に関心のある方

①都道府県・市区町村等の保健師，

助産師，看護師，医師，母子保健担

当，など

②学校等の看護教員，養護教諭，保

健体育，その他の教諭，など

③医療機関・民間団体等の医師，助

産師，看護職，など

：2万1000円

：30名

：髙村寿子(自治医科大学)，石

田登喜子(ふくしま思春期サポータ

ーの会)

【1日目】9：45－17：15

講演 「思春期保健の現状と課

題」／講演 「思春期健康教育の質

的転換への取り組み～今，なぜピア

カウンセリング手法なのか」／実習

「若者とフレンドリーに寄り添うた

めに」／事例発表「思春期ピアカウ

ンセリング取り組みの実際～先駆的

取り組みの紹介」

【2日目】9：00－16：30

実習「思春期ピアカウンセリング実

践展開に向けて～思春期ピアカウン

セリング講座開設のための連携づく

りと企画書作成」／実習「思春期ピ

アカウンセリング実践展開に向けて

～ネットワークおよび企画書の共

有」

：一般社団

法人日本家族計画協会研修課

〒162-0843 東京都新宿区市谷田町

1-10保健会館新館

☎03-3269-4785

03-3267-2658

http://www.jfpa.or.jp
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第 回健康学習研修会

第 回
日本健康教育学会学術大会

第 回
健康企画・評価研修会

第 回日本リハビリテー
ション工学協会
車いすSIG講習会in福岡

：7月5日(木)・6日(金)

：自治医科大学地域医療情報研

修センター(栃木県下野市)

：1万8000円

：元気・やる気が生まれるコ

ミュニケーション法とは

：保健師，栄養士，医師

：①メタボリック症候群を入口

に住民が元気になるコミュニケーシ

ョン技法，②集団対象の健康学習の

基本，③住民の視点に立ったメタボ

リック症候群教室，④職場の活力は

スタッフの連携から，ほか

：ホームページより専

用の受講申込書をダウンロードし，

漏れなく記入のうえ郵送にて申し込

み。

：6月15日(金)まで

：財団法人

地域社会振興財団事務局研修課

〒329-0498 栃木県下野市薬師寺

3311-160

☎0285-58-7436

0285-44-7839

fdc＠jichi.ac.jp
 

http://www.zcssz.or.jp/

：7月7日(土)・8日(日)

：首都大学東京南大沢キャンパ

ス(東京都八王子市)

：ひとり一人の“夢と想い”

を重視する住民の健康維持増進

：学会長講演「ひとり一

人の“夢と想い”を重視する住民の

健康維持増進」星旦二(首都大学東

京都市環境科学研究科都市システム

科学域)／特別講演「ヘルスプロモ

ーションとしての健康維持増進住居

のすすめ(仮)」村上周三(独立法

人・建築研究所)／シンポジウム1

「食べることを『口』から考えてみ

る―栄養と口腔保健とのコラボレー

ション(仮)」／シンポジウム2「働

き盛りの健康を支援する，職域での

ヘルスプロモーション活動(仮)」／

一般演題(口演，ラウンドテーブル)

：正会員8000円，非会員

9000円，学生(院生・学部生)5000

円(抄録集代含む)

：第21回日本健康教

育学会学術大会事務局

〒192-0397 東京都八王子市南大沢

1-1 首都大学東京都市環境科学研

究科都市システム科学域

kenkoukyo21＠hotmail.co.jp

042-677-2355

http://www.onyx.dti.ne.jp/

star/nkkg21/

：8月2日(木)・3日(金)

：自治医科大学地域医療情報研

修センター(栃木県下野市)

：1万8000円

：これからの時代，保健事業

に大切な企画力・評価力を習得

：保健師，栄養士，担当者お

よび責任者

：①健康事業企画の基本的考え

方，②参加したくなる心の元気教室

の企画法，③住民が参加したくなる

広報の実際，④保健医療従事者と事

務職の協力関係づくり，⑤具体的事

例検討，ほか

：ホームページより専

用の受講申込書をダウンロードし，

漏れなく記入のうえ郵送にて申し込

み。

：7月13日(金)まで

：財団法人

地域社会振興財団事務局研修課

〒329-0498 栃木県下野市薬師寺

3311-160

☎0285-58-7436

0285-44-7839

fdc＠jichi.ac.jp
 

http://www.zcssz.or.jp/

：8月21日(火)・22日(水)

：日本リハビリテーション工学

協会車いすSIG

：国際医療福祉大学福岡天神キ

ャンパス(福岡市中央区)

(コース選択制)

・どっぷり疾患・障害別対応コース

・どっぷり体験コース

：各コース50名

日本リハ工学協会員，日本車いすシ

ーティング協会加盟企業の方，学

生，広告掲載企業の方，車いす利用

者およびそのご家族(常時専任介助

者)：会員1万2000円，非会員1万

4000円

車いすSIG講習会協賛団体会員，

第27回リハ工学カンファレンス協

賛団体会員：会員1万4000円，非

会員1万6000円

上記以外の方：2万円

：講習会情報詳細は6

月中旬頃，下記webサイト参照

：車いすSIG講習会

事務局

〒235-0033 神奈川県横浜市磯子区

杉田2-7-20

☎045-353-8364

045-353-8365

http://www.wheelchair-sig.jp
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